


なおに/3iくなるばかりだと。

にぷくてもやってみれば

自然にできるようになるのだ

ということが、教えられま

しだ。

てふり返ってみるとまっ先

にうかんで来るのは、フィルドワー

フです。先生万の力も借りないで、

汗でぺちゃぺちゃになっても歩き続

け、せいせいどうどうと|まくだちだけ

の力で、ゴールに入つだ時のうれ

しさの気持ちなど、口では言い

ようのないほどでしだ。

富
山
県
青
年
の
家
は
、
昭
和
三
四

年
五
月
に
開
所
し
た
全
国
で
も
最
も

人
間
と
し
て
主
体
的
に
か
つ
豊
か
に

生
き
、
お
互
い
の
連
帝
感
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

青
年
の
家
の
意
義
も
ま
た
あ
ら
た
め

て
問
い
な
お
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま

早
く
誕
生
し
た
青
年
の
家
の
一
つ
で

す
。

A
l

青
年
の
家
と
は

す
。
青
年
の
家
こ
そ
は
一
つ
の
屋
根

の
下
で
寝
起
き
を
共
に
し
、
一
つ
釜

の
め
し
を
食
い
、
裸
の
付
き
合
い
が

で
き
る
真
の
人
聞
の
ふ
れ
合
い
の
場

で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

こ
こ
富
山
県
青
年
の
家
で
も
、
共

今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
物
質
生
活
は

と
み
に
豊
か
に
な
り
、
情
報
接
触
の

幅
は
広
が
り
、

余
暇
時
聞
の
増
大
、

行
動
選
択
の
範
囲
は
い
ち
じ
る
し
く

拡
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

い
わ
ゆ
る
個
性
の
喪
失
、

人
間
疎
外
、

世
代
聞
の
断
絶
、

地
域
連
帯
意
識
の

減
退
、

交
通
災
害
、

公
害
、

自
然
破

壊
と
い

っ
た
好
ま
し
く
な
い
現
象
も

多
く
起
こ

っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
構
造
の

変
化
の
中
で
、
国
民
の
ひ
と
り
ぴ
と

り
が
そ

の
生
涯
の
各
時
期
に
応
じ
た

新
し
い
生
活
課
題
や
学
習
要
求
を
も

っ
た
り
、
た
え
ず
自
己
啓
発
を
続
け

かしこい消費者シリーズNo.7

うまい話ーにご用心 16-17 

くらしの知恵 酸性食品アルカリ性食品一一一一17

ボランティアスクールの開催あんない一一一一一17
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人生記念樹の推奨 ・花と緑の銀行 3 

進むほ場整備事業と換地 4ー 7

観光地をきれいに 7 
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ねんきんの引き上げ 15 

も
く
じ

同
宿
泊
研
修
を
通
し
て

と
も
す
れ

ば
日
頃
の
生
活
の
中
で
忘
れ
ら
れ
が

ち
な

規
律
、
協
同

奉
仕
、
と
い

っ
た
人
聞
の
本
来
的
な
徳
性
の
か
ん

養
を
青
年
達
自
身
の
手
で
自
主
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
施
設
の
あ
ら
ま
し

オ

川
利
用
で
き
る
主
な
施
設
・
設
備

宿泊

日帰り

.おもな設備

t>t聴覚 16mmおよび8mm映写機/スラ イ
ドH央写機/テープレコーダー/

カセ ット鉢音機/O.H.P/ ワ

イヤレスア ンプ(2チャンネル)

ステレオ/電気オルカ、ン/レコ

ー ドプレイヤー

バレー用具/卓球用具/ノく卜ミ

ントン用具/ソフ トボール用貝r等

テレビ/持/将棋

751"， 
1001"， 

.収容人員

育

その他

イ本

山
利
用
の
状
況

青
年
の
家
の
利
用
は
河
川h
以
上
が



勤
労

・
ト仕
学
青
年
の
利
用
で
す
。

。
延
宿
泊
者
数

15，000 
人

10，000 
人

5，000 
人

。
類
型
別
利
用
者
内
訳

3
青
年
の
家
で
の
生
活

冬期

(10-3月)

7:00 

7:30 

8:00 8:00 

22:00 

標準生活時程

起床

朝のつどい

(奉仕活動)

朝食

|研修|
プログラム

昼食

夏期

(4-9月)

6:30 

7:00 

こ
れ
が
青
年
の
家
の
生
活
で
す
。

の
中
で
み
な
さ
ん
の
活
動
に
も
っ
と

も
ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
み
な

さ
ん
自
身
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま

た
、
青
年
の
家
に
は
み
な
さ
ん
の
お

て
つ
だ
い
を
す
る
職
員
が
い
ま
す
。

12:00 

21 :00 

22:00 

17:00 

|研修|
プログラム

タベのつどい

夕 食

(入浴)

|研修|
プログラム|

(自 由交換)

消灯

(就寝)

12:00 

17:00 

21 :00 

4
利
用
の
方
法

研
修
目
的
を
も
っ
た
五
人
以
上
の

講 義 実 習

領域 研修項目 領域 研修項目

青年団体活動のあり方 サイクリング

青年活

前'

青年団体の組織と課題
外
ハイキング

活
動 動

青年の地域参加 文化財めぐり

関す

る リーダーのあり方 ゲ ム
も レ
σ3 ク

会議のすすめ方 コ二 ソ ン クゆ

青年 と 人生
ンヨ
フォークダンス

人
ン

生 動活

職 場と人間関係 キャンドルのつどい

関するも
青年期の生き方 鑑

映画 ・スライド

グ〉
賞

余暇 と 人生 二日金乙 楽

直接指導できるプログラム

7 にの う り校 で県しこ域とる

だ 4 いお 、 配 を とよ全体 は普の念和

き正2 て まtし]家庭各が、布完す了てー 、毛ゴ?民tt' コケ 織う 阜然な且銀宇主五い 知りすがで ニ毎年五 のかに いし行 八。浸を位、」と年

O た たでの 年目 行銀 透し愛し ま花は ・しに

3 セい 砧lれもりf記街は今るコすにまf可d 蹄十Î - で でや 、て置3 ンこ花緑と ま 匂z 時県内 てたき緑、にな鯨木 い発県

へタ|はと 五年かで 十純に品を 人寸 のつのやま足し百年
(の の表わ効用てなた迎を

合ぉ同 盟0 婦中 」と下記 るょ響反をか全 生記念小・ れがきま いと下全県 花寸 え

ハ
位
一
タ
イ
サ
ン
ボ
ク

(
出
生
記
念
樹
)

モ
ク
レ
ン
科
で
幹
は
直
立
し
太
い

枝
を
出
し
、
五

・
六
月
頃
に
大
形
の

香
の
高
い
白
花
が
開
花
し
ま
す
。

日

当
り
良
い
肥
沃
で
適
湿
な
深
層
の
砂

壌
土
を
好
み
ま
す
が
、
風
雪
に
弱
い

の
で
支
柱
や
雪
囲
い
が
必
要
で
す
。

会
一
ク
ロ
マ
ツ

(
長
寿
祈
願
樹
)

マ
ツ
科
で
一
名
オ
マ
ツ
と
呼
ば
れ

耐
寒
、
耐
風
、
耐
潮
性
に
富
み
、
日

当
り
を
好
み
ま
す
。

「
松
は
百
木
の

長
に
し
て
陽
木
、
威
あ
り
、
猛
か
ら

ず
、
君
千
寛
宏
の
徳
あ
る
如
し
、
百

歳
を
経
る
も
の
そ
ゆ
枝
横
利
し
、
千

歳
に
及
ぶ
は
甚
だ
多
寿
な
り
」
と
草

め
で
た
く
長
寿
の

樹
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
一
ア
ス
ナ
ロ

(
入
学
記
念
樹
)

ヒ
ノ
キ
利
で
日
本
に
の
み
自
生
、

ヒ
パ

・
ア
テ
と
も
呼
ば
れ
、
湿
性
地

を
好
み
日
陰
に
も
耐
え
る
が
、
乾
燥

風
害
に
弱
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ヒ

木
性
譜
に
評
し
、

ノ
キ
の
葉
と
よ
く
似
て
お
り
、
枕
草

チ
の
中
の
「
ア
ス
ハ
ヒ
ノ
キ
」
の
語

が
江
戸
時
代
に
「
ア
ス
ナ
ロ
」
と
転

」枕
さ
れ
た
と
あ
り
、
明
日
を
目
ざ
す
勉

グ
ル
ー
プ
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

川
開
閉
館
時
間

-
宿
泊

の
利
用
。
火
曜
日

9
時
か
ら

日日
曜

月 日
曜の
日 12
の時
宿 15
泊分
は
で
き
ま
せ
ん

た
だ
し
日
曜

-
休
館
目
。
毎
週
月
曜
日

祝
日
の

翌
日

年
末
年
始
の
休
暇

-
日
帰
り
の
利
用
。
開
館
日
の

9
時

日
分
か
ら
幻
時
ま
で

(
日
曜
日
は
ロ

時
日
分
ま
で
)

山
申
し
込
み
の
方
法

電
話
で
も
予
約
は
で
き
ま
す
。

約
後
利
用
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
責

任
者
が
来
所
し
て
申
込
書
を
書
き
、

利
用

の
打
ち
合
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

川
経
費

建物使用料

二¥ぐfJI和室または 講堂
会議室

8: 00-12 : 00 200円 500円

12 : 00-17・00 250 700 

17∞-22 : 00 300 800 

8: 00-17 : 00 400 800 

12: 00-22 : 00 500 1，000 

8: 00-22 : 00 700 1，200 

学
を
志
す
若
者
を
励
ま
す
樹
で
す
。

ハ
組
一
コ
ブ
シ

(
友
情
の
樹
)

モ
ク
レ
ン
科
で
三

・
四
月
に
葉
に

先
立
ち
白
色
の
大
花
を
つ
け
、
適
湿

地
の
肥
え
た
深
い
土
壊
に
適
し
、
日

当
り
を
好
み
ま
す
。

サ
ク
ラ
よ
り
早

く
咲
き
、
昔
か
ら
春
の
農
事
歴
の
重

要
な
目
安
と
さ
れ
、
田
打
ザ
ク
ラ
の

別
名
が
あ
り
、
早
春
の
山
政
に

一
斉

に
咲
く
気
高
い
向
花
は
友
情
の
象
徴

会
一
カ
ツ
ラ

(
社
会
門
出
の
樹
)

カ
ツ
ラ
科
で
雌
雄
異
株
で
、
四
・

五
月
頃
開
花
。
適
湿
地
を
好
み
、
水

湿
地
帯
に
も
生
育
し
ま
す
。

日
本
間

有
の
樹
椛
で
樹
姿
端
正
、
葉
は
香
が

高
く
、
立
身
祈
願
の
樹
で
す
。

ハ記
一
オ
オ
パ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ

(
結
婚
記
念
樹
)

シ
ナ
ノ
キ
科
で
六

・
七
月
頃
淡
黄

色
の
花
が
聞
き
、
適
出
な
肥
沃
な
土

地
を
好
み
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ

神
話
に

で
て
く
る
樹
で
、

相
思
相
愛
を
表
わ

し
た
樹
で
す
o

A
一
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ

(
不
変
の
愛
の
樹
)

ヒ
ノ
キ
科
で
三
月
開
花
し
、

予日
当

同
所
在
地

一T
側

富
山
市
五
福
三
九
六

O

宮

(
O
七
六
四
)
三
二

l

。

交通案内

.地鉄パス (富山駅前

から高岡方面行)富山
大学前下車徒歩5分

.地鉄パス (富山駅前

から長沢、速星、富山

循環)五福小前下車徒

歩2分 .市電 (富山

駅前から大学前行)終

点下車徒歩10分 .高
山線 西宮山駅下車徒

歩10分

2
 

案内図

軍部開

:工

宿泊料および食事料

xt 食事料 l泊 3食
宿泊料

の経費朝食昼食夕食

30オ未満
円 円 円 円 円

200 220 240 300 960 

30オ以上 320 220 240 300 1，080 

(昭和52年 7月|日現在)

り
を
好
み
、
適
湿
地
に
育
ち
ま
す
。

表
裏
の
区
別
の
な
い
葉
を
つ
け
た
枝

が
側
立
し
て
、
末
広
状
態
で
直
立
し

て
い
る
の
を
手
の
ひ
ら
と
見
た
て
、

家
庭
の
平
和
、
夫
婦
の
愛
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。

会
一
ハ
ナ
モ
モ

(
子
孫
繁
栄
の
樹
)

パ
ラ
科
で
三
月
下
旬
|
四
月
上
旬

に
開
花
、

排
水
の
良
い
深
い
砂
質
土

壌
に
適
し
て
い
ま
す
。

モ
モ
は
長
命

の
仙
果
と
し
て
、
木
は
魔
除
け
と
さ

れ
、
雛
祭
り
の
吉
祥
の
花
で
あ
り
、

子
孫
繁
栄
の
樹
。

〈
以
一
ネ
ム
ノ
キ

(
四
隣
融
和
の
樹
)

マ
メ
科
で
夕
方
に
葉
を
閉
じ
、
削
明

3 

方
に
聞
く

「
ね
む
る
木
」
と
い
わ
れ

日
当
り
を
好
み
適
湿
地
に
育
ち
ま
す
。

葉
と
葉
が
よ
り
添
う
様
が
、
隣
人

愛
に
も
似
て
互
助
精
神
を
表
わ
す
樹
。

会
ケ
ツ
ケ
イ
ジ
ユ

(
人
生
勝
利
の
樹
)

ク
ス
ノ
キ
科
で
雌
雄
異
株
で
四

・

五
月
に
小
花
が
聞
き
、
肥
沃
で
深
層

な
土
壌
を
好
み
ま
す
。
体
育
、
音
楽

詩
、
彫
刻
等
優
れ
た
人
の
栄
冠
に
贈

ら
れ
る
、
は
ま
れ
高
い
樹
。



げ
昭
和
五
一
年
度
に
は
都
道

府
県
営
約
九
四

O
地
区
、
団

県予算 ほ場整備予算 構成比

日百
手口 千円 千円 % 
38 26，953，000 984，000 3.6 
年度

目白

手口 千円 千円 % 51 

年度
168，235，000 12，802，000 7.6 

J 

六な体
億リ営
円、約

の昭一
ほ・和千
場三五
整八三
備年 O
子度 地
算に区
が十と

昭
和
五
一
年
度
九
二
一
億
円

と
大
幅
な
伸
び
を
み
せ
て
い

ま
す
。

しと
めこ
るろ
は・ての
場
整富
備山
事県
業予
費算

表 1

は
第
一
表
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
残
さ
れ
た
地
域

の

ほ
場
整
備
の
早
期
完
了
と
、
都
市
に

比
べ
て
遅
れ
て
い
る
、
農
村
の
生
活

備
事
業
の
計
画
、
そ
の
実
施
を
積
極

的
に
推
進
し
、
よ
り
良
い
農
業
の
生

産
基
盤
と
、
明
る
い
農
村
づ
く
り
に

環
境
を
つ
く
る
た
め
の
農
村
総
合
整

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
と
、

容
易
に
な
り
ま
す
。

分
散
し
て
い
た
農
地
が
ま
と
ま
り
整

形
の
広
い
は
場
に
生
れ
変
る
の
で
、

機
械
化
農
業
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
、
曲
が

っ
た
り
狭
か

っ
た

こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
効
果
の
ほ

か
に
、
農
村
全
域
の
環
境
が
整
備
さ

れ
る
の
で
、
農
村
は
明
る
い
豊
か
な

生
活
や
生
産
の
場
と
な
り
、
特
に
若

水
路
や
農
道
が
拡
巾
改
良
さ
れ
る
の

で
、
車
輔
の
乗
り
入
れ
や
水
管
理
も

い
農
業
後
継
者
の
、
農
業
に
対
す
る

魅
力
回
復
の
大
き
な
起
爆
剤
と
な

っ

『
ほ
場
整
備
事
業
』
と
は
、
か
つ

て
「
耕
地
整
理
」
と
言
わ
れ
て
き
た

区
画
整
理
事
業
に
加
え
て
、
こ
れ
に

関
連
す
る

「
用
水
」
「
排
水
」
「
農
道
」

あ
る
い
は
「
暗
渠
排
水
」
等
を
、
総

合
的
に
一
挙
に
整
備
す
る
こ
と
が
出

来
る
、
効
果
的
な
事
業
の
ニ

と
を
い

い
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
は
現
在
わ
が
国
の

各
地
の
農
村
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
戦
後
の
農
地
改
革
と
並

ぶ
日
本
農
業
の
二
大
革
命
で
あ
る
と

い
わ
れ
、
特
に
本
県
で
は
盛
ん
で
、

昭
和
三
九
年
頃
か
ら
急
速
に
要
望
が

増
え
、
近
年
で
は
年
間
二
千
へ
ク
タ

りが|
ま大ル
す型か
ほ・ら
場五
と干
しへ
てク
整タ
備 l
さ/レ
れの
て水
お田

わ
が
国
の
水
田
面
積
の
う
ち
は
場

整
備
対
象
面
積
は
三
七
三
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
は
場
整
備
必

要
面
積
は
二
二
二

万
五
千
へ
ク
タ

l

ル
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五

年
度
ま
で
の
整
備
済
面
積
は
、
七

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ

ハ万
の
進
捗
率
は
三
四
山れ
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
富
山
県
で
は
水
田
面
積
七

らて
す従い
効つる
果てこ
は 、 と

は・も
広場効
範整果
囲備の
で事ひ
多業と
岐がつ
にもで
わたす

た
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
効
果
の
発
生
状
況
を
農
林
省

万
五
千
二
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

は
場
整
備
必
要
面
積
は
、
六
万
四
千

六
九

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
昭
和
五

一

年
度
ま
で
の
整
備
済
面
積
が
五
万
六

千
四
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
そ

の
進
捗
率
は
八
七
行

に
達
し
全
国

一

の
整
備
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ場整備事業の実態と今後の目標

整理対 整理不 整理必
51年度ま 未整理

52年度以 52年度

象面積 能面積 要面積
での完了
面積

降再整理
以降面積

面積 必要面積

75，220 10，530 64，690 (6O6，， 043) 8，270 5，910 14，180 
56.420 

ha ha ha ha ha ha ha 

100% 14% 86% 

100% 87% 13% 

4 

ほ
場
整
備
の
歴
史
は
古
く
、
明
治

三
二
年
耕
地
整
理
法
が
制
定
さ
れ
、

耕
地
整
理
事
業
が
全
国
的
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
山
県
で
は
、
朝
日
町

の
舟
川
新

部
落
(
旧
大
家
庄
村
)が
、
明
治
三
四

年
か
ら
三
九
年
ま
で
に
八
十
五
へ
ク

タ
ー
ル

の
区
画
整
理
(
一
反
区
画
)
を

実
施
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
宅
地
の

再
編
成
集
居
化
ま
で
行
い
、

現
在
の

富
山
統
計
情
報
事
務
所

の
調
査
に
よ

る
、
整
備
地
区
と
未
整
備
地
区
の
米

の
生
産
費
を
比
較
し
た
統
計
資
料
に

よ

れ

ば

、

表

の

と

お

り

)。

第

新
農
村
計
画
を
先
取
り
し
た
も
の
で

両
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
八
年
に
耕
地
の
生
産
性
を

して総
た、合

ほ・的
場に
整高
備め
事る
業こ
がと
創を
設目
さ的
れと
まし

事
業
は

都
道

府

県全
営国
十の
二は・
地場
区整
{庸

創
設
当
時
、

団
体
営
約
一
四

O
地
区
で
あ

っ
た
が

農
家
の
希
望
が
多
く
、
急
成
長
を
遂

表 2

*第 1次生産費(10アール当り)

整備地区 55，588円

未整備地区 66，339円

*第 2次生産費(10アール当り)

整備地区 72，541円

未整備地区 80，433円

と
な
っ
て
お
り
、
未
整
備
地
区
が
約

十
軒
も
高
い
生
産
費
を
費
や
し
て
お

り
ま
す
。
生
産
費
を
分
解
し
た
費
目

別
の
構
成
割
合

(
第
三
表
)
で
も

5
 

表 3

費 目 整備地区 未整備地区

労働費 29.5 % 46.5 % 

I也 代 17.8 % 12.7 % 

農具費 15.8 % 15.6 % 

そ の 他 36.9 % 25.2 % 
し一一一

労
務
費
が
十
七
・

0
ポ
イ
ン
ト
も
の

差
を
つ
け
て
い
ま
す
。



ま
た

十
ア
ー
ル
当
り
の
収
量
で

も
純
正
備
地
区
が

.1
一
O
話

未
整
備

地
灰
は
山
斗
ハ

O
詰
で
格
備
地
区
が
有

利
性
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

間
で
も

県
営十
は・ア
場 l
!~ )レ
備当
半リ
業労
限(動
醐時

さ
〉
り
に

の
実
績
調
査
結
果

地
区

(
高
岡
市
)

(第
四
表
参
照
)
で
は

表4

作業月Ij 計画時 計画時目標 現 ;{I: 

耕起代掻 14.8時間 l.8時間 l.05時間

田 キ抗 19.4 2.5 1.77 

刈取脱穀 46.9 4.0 5.77 

水管理 14.6 7.0 7.0 

その他 43.6 20.7 17.68 

139.3 36.0 33.27 

と
な
っ
て
お
り
、
整
備
地
区
は
機
械

化
が
順
調
に
進
展
す
る
と
と
も
に

稲
作
の
労
働
時
聞

の
短
縮
は
目
覚
し

く
、
未
整
備
地
区
の
四
分
の
一
以
下

の
労
働
時
間
で
生
産
活
動
を
完
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

農
業
の
機
械
化
で
は

向
脱
コ
ン

イ
/ 

の
イ呆
有
4λ 

数
は
農
家

事l'
Li.に

一
台
の
割
合
で
普
及
し
て
お
り

場
整
備
の
実
施
量
同
様
全
同
第
一
位

の
座
を
出
め

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は

農
作
業
の
う
ち
最
も
多
く
の
労
働
時

間
を
必
要
と
し
た
稲
刈
と
稲
、
」
き
が

機
械
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
わ
け
で
す
か
ら
労
働
時
聞
が
非

し
く
い
知
紡
さ
れ
る
の
は
当
然
と
い
え

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
稲
刈
と
稲
こ
き

に
次
い
で
多
く
の
労
働
力
が
求
め
ら

''a巴v
p

h

、.、

-

4
A
MX

L

J
人

田
植
や
水
管
理
も
、
機

械
化
と
施
設
の
改
善
で
約
二
十

4
r

換
地
問
題
は
熱
心
に
協
議
さ
れ
る

ほ
場
整
備
事
業
の
工
事
が
始
ま
る

と
ブ
ル
ト

l
ザ

l
が
激
し
く
動
き
廻

リ
、
例
人
の
権
利
関
係
を
示
し
て
い

た
従
前
地

の
境
界
等
に
は
お
構
い
な

く
、
土
地
の
切
盛
り
や
地
均
し
が
行

わ
れ
る
の
で
、

工
事
が
終
っ
た
段
階

で
は

も
は
や
、

一冗
の
境
界
確
認
等

に
必
要
な
区
画

・
形
状
は
物
理
的
に

定
か
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

一
応

権
利
不
確
定
の
土
地
と
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
土
地
に
つ
い

て
は

換
地
処
分
に
よ
る
権
利
が
確

定
す
る
ま
で
は
、
法
律
的
に
問
題
が

あ
る
売
買
処
分
、
ま
た

、
単
な
る
使
用

収
益
に
し
て
も
、
定
ま
る
用
法
(
農

用
地
)
以
外
に
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
と
一
定
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
県
は
県
内
い
た
る

所
で
は
場
整
備
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
土
地

(

利
用
地
)
が
た
く
さ
ん

(
約
一
万
二

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

)
残

っ
て
お
り

こ
ん
な
土
地
に
は
住
宅

・
工
場
の
建

築
は
も
ち
ろ
ん
学
校

・
道
路

・
河
川

等
に
要
す
る
公
共
用
地
と
し
て
の
取

富山県のほ場整備事業と換地の推移

ーー『換地処介量

・---・ ほ場整備事業量

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 年度

rー-・司、

;' /¥ ¥. /、、
/、i、，、

. 〆メ ¥I " 
3，000 i /〆./' ¥1 、

l 〆/直‘
" 、、司・

2，000 -l -，，' __. 
l 、‘司〆

1，000 

5，000 

4，000 

ha 

6，000 

得
も
困
難
と
な
る
の
で
、
社
会
的
に

も
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

一

刻
も
早
く
換
地
処
分
が
完
了
す
る
よ

う
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
富
山
県
の
換
地
処
理
状

況
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。

換
地
処
分
面
積

五
万
五
千
九

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

時

(
明
治
四

一
年
度

i
昭
和
五
一

年

度
ま
で

進
度
率

同
年
間
処
分
量
は
、
現
在
五
千
七

O

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
、
全
国
府

七
八

・

県
最
高
の
実
績
を
示
し
て

い
ま
す
。 も

少
な
い
時
間
で
処
埋
で
き
る
結
果

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
終
備
地
区
は

未
!11父

備
地
区
と
の
比
較
に
お
い
て

労
働

時
間
や
所
得
収
益
な
ど
総
て
の
而
で

布
実
に
そ
の
成
果
を
ポ
し
始
め
て
お

リ
ま
す

従

っ
て

耕
地
条
件
と
生
産
手
段

を
よ
リ
早
く
改
善
し
、
省
力
農
業
に

よ
り
生
ず
る
労
働
力
を
多
角
経
営
や

他
産
業
に
供
給
し
.
県
勢
の
発
展
に

ト
れ
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
大
き

な
効
果
と
い
え
ま
す
。

、

し
か
し

こ
の
よ
う
な
農
業
の
近

代
化
の
進
展
に
よ
り
水
田
九

i

r、
兼
業
化
率
九
六
・
七
許
と

の
面
で
も
全
国
第
一
位
の
座
に
の
し

あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
総
A
H
的

な
食
糧
自
給
力
の
向
上
が
強
く
叫
ば

れ
、
米
以
外
の
農
産
物
の
増
産
も
必

要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら

新
し
い
農

政
を
展
開
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
す
。

こ
の
ト
品
、
つ
に

ほ
場
整
備
事
業
は

農
業
基
盤
を
整
備
す
る
の
に
大
変
効

果
的
な
事
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
事
業
を
補
完
す
る
た
め
農
用
地

の
集
団
化
と
換
地
処
分
が
伴
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で

農
用
地
の
集
団
化
と

は

わ
ゆ

る
農
耕
作
業

ほ・カイ

場労J
整率
備よ

く
稼
働
で
き
る
よ
う
に

事
業
等
に
よ

っ
て
大
区
固
化
さ
れ
た

圃
場
を
さ
ら
に
農
家
ご
と
に
な
る
べ

く
集
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

を
み

ま
すこ
との
ほ・i1ii
場か
幣ら
備日
前山
は県
農の
家実

現
イ1:

一
戸
当
り
の
平
均
団
地
数
が
六
団
地

程
で
し
た
が

整
備
後
は
こ

1
三
団

地
と
な

っ
て

お

り

筆

数

に

し

ま

し

て
も
平
均
三
十
筆
程
あ
っ
た
も
の
が

約
五

l
六
筆
に
減

っ
て
お
り

農
業

生
産
性
の
向
上
に
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。

換
地
処
分
と
は

い
わ
ゆ
る
読
ん

で
下
の
如
く
土
地
を
換
え
る
処
分
の

こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
は
場
繋
備
事

業
が
完
了
し
た
後
、
従
前
の
土
地
に

つ
い
て
、
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
を

有
す
る
も
の
に
対
し
て
司
従
前
の
土

昔
か
ら
土
地
問
題

の
争
い
は
複
雑

で
む
ず
か
し
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り

時

は
A-
円

肉
σ3 
争

は・な
場る
整場
備 合
事が

見
受
け
ら
れ
ま
す
が

業
等
に
よ
る
換
地
に
お
い
て
も
例
外

で
は
な
く
、

こ
れ
ら
に
係
る
苦
情
申

出
は
依
然
と
し
て
減
少
せ
‘す
、
行
政

サ
イ
ド
か
ら
見
て
も
懸
案
事
項
に
な

っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
の
実
態
を
み

ま
す
と
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
原
因
を
か

か
え
て
お
り
ま
す
が
、
要
は
配
分
に

直
接
携
わ
る
換
地
委
員
の
方
々
や
、

土
地
改
良
区
役
職
員
の
公
平
無
私
な

態
度
が
す
べ
て
に
先
が
け
て
必
要
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
問
題
発
生
を
防

(工事後)

農用地集団化と換地図
.JL...ーι」

(工事前)

巴

地
に
代
え
て
盤
備
さ
れ
た
土
地
を
割

当
す
る
行
政
処
分
を
い
い
ま
す
。

止
し
‘
ま
た
、
解
決
で
き
る
唯

一
の

方
途
で
あ
る
と
痛
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
と
ぼ
し
き
を
忠
え

うず
言 、古

葉均い

がし諺
あかに
り・ら
まざ
する

がを
串

っ

と

換
地
関
係

者
に
は
実
感
と
し
て
迫
る
諺
で
あ
り

銘
記
す
べ
き
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

フ

観
光
地
を
キ
レ
イ
に

八
月

一
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
は
、

「観
光
週
間
L

で
す
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
各
観
光
地

へ
お
出
か
け
の
方
が
増
え
ま
す
が
、
観

光
地
の
美
し
い
自
然
や
貴
重
な
文
化
史

跡
は
、
私
た
ち
の
祖
先
の
努
力
に
よ
っ

て
現
代
に
引
き
つ
が
れ
、
ま
た
、
そ
の

ま
ま
次
の
世
代
に
引
き
つ
い
で
い
く
大

切
な
も
の
で
す
。

み
ん
な
で
大
切
に
し
、
飲
物
の
空
か

ん
や
空
ピ
ン
は
、
各
自
が
持
ち
帰
り
、

い
つ
も
美
し
く
、
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
観
光
地
に
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

な
お
、
海
外
旅
行
へ
お
で
か
け
の
方

は
、
正
し
い
マ
ナ
ー
で
、
日
本
国
民
と

し
て
の
誇
り
あ
る
行
動
を
い
た
し
ま
し

レみ、「ノ
。



卒
甫
一
に
い

っ
て
、
こ
れ
は
私
に
と

っ
て
書
き
に
く

い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
私
の
名
は

〈
三
代
平
〉
と
い
う

が
、
こ
れ
は
祖
父
が

「
三
代
、
平
ら
か
な
れ
」
と

い

う
意
味
で
つ
け
た
と
い
う
。

一
代
、
二
代
ま
で
は
大

抵
う
ま
く
い
く
が
、
三
代
目
は
駄
目
に
な
る
か
ら
、

ず

っ
と
商
売
を
継
い
で
く
れ
と
い
う
念
願
が
、
そ
れ

だ
が
、
親
不
幸
の
私
は
、
長

に
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

男
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
祖
父
の
願
い
に
そ
む
き
、

大
学
生
以
来
、
殆
ど
東
京
暮
ら
し
を
続
け
た
。

し
か
し
、
私
に
も
言
い
分
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

花
来
富
山
県
人
は

「
外
向
的
」
で
あ
る
よ
う
に
み

え
る
。
売
薬
の
た
め
に
北
海
道
や
九
州
の
果
て
ま
で

歩
き
回

っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
耳
で
聞
い
た
こ
と

が
一
再
な
ら
ず
あ
る
。
学
生
の
と
き
、
東
京
の
中
野

に
下
宿
し
て
い
た
が
、
付
近
に
越
中
湯
と
称
す
る
銭

湯
が
あ

っ
た
。

お
そ
ら
く
全
国
の
あ
ち
こ
ち
に
越
中

湯
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
漁
業
で
北
海
道

や
遠
洋
に
出
て
い
く
富
山
県
人
が
多
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
私
は
そ

の
よ
う
な
外
向
的
な
富
山
県
人
が
好

き
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
さ
い
島
国
を
四
十
七
府
県
に
更
に
細

分
し
、
そ
の
府
県
出
身
の
人
々
が
同
府
県
人
だ
と
い

う
こ
と
で
集
ま
り
合

っ
て
い
る
光
景
は
、
あ
ま
り
好

き
で
は
な
い
。
商
売
の
都
合
で
便
利
だ
と
い
う
な
ら

ば
よ
い
。
集
ま

っ
て
、
狭
い
社
会
に
属
す
る
人
々
の

う
わ
さ
話
な
ど
を
し
て
楽
し
み
合
っ
て
い
る
の
だ
っ

た
ら

い
た
だ
き
か
ね
る
。
郷
里
へ
帰

っ
て
し
ば
し
ば

こ
の
棺
の
う
わ
さ
話
に
接
す
る
が
、
ど
う
や
ら
、
こ

れ
は
私
だ
け
の
印
象
で
な
い
よ
う
に
思
え
て
悔
い
然
と

す
る
。

こ
の
種
の
性
格
は

「
内
向
的
」
で
あ
り
す
ぎ
る
。

た
だ
、
外
肉
的
で
あ
る
た
め
、
反
射
的
に
正
反
対
の

性
格
が
浮
か
び
上

っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
県

民
性
は

本
来
ア
グ
レ

ッ
シ
ブ
で

し
か
も
グ
ル

l

プ
志
向
刑
だ
と
い

う
日
本
人
の
共
通
の
性
格
を
反
映

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
向
一
撲
や
米
騒
動
に
示
さ
れ
る
反

骨
性
に
は
た
の
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
雨
が
多
く
、

そ
の
ほ
か
、

一
般
に
重
厚
な
性
格
が
形
づ
く
ら
れ
る
。

を
仰
ぐ
美
し
い
自
然
の
中
で
、

斗
山
連
峰

一
見
ソ
フ
ト
に
み
え

て
、
神
羅
万
象
に
仏
性
を
感
じ
と
り
、
し
か
も
、
本

来
庶
民
的
か
つ
平
等
思
想
的
な
浄
土
真
宗
が
支
配
的

な
影
響
を
示
し
て
い
る
。

た
く
ま
し
い
反
骨
だ
ま
し

い
も
、
案
外
こ

の
ソ
フ

ト
で
平
等
主
義
的
な
物
の
考

え
方
の
底
に
横
た
わ

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
の
人
た
ち
の
心
を
ふ
り

か
え

っ
て
い
く
と
、
実
は
日
本
人
の
心
を
反
省
し
て

で
あ
る
。

得
ら
れ
る
結
果
と
同
じ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
は
意
外

と
こ
ろ
で
、
国
際
的
に
は
日
本
経
済
の
図
体
は
極

め
て
巨
大
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
意
識
が
諸
外
国
で
批
判

の
対
象
に
な

っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

日

本
人
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
日
本
人
的
な
封
鎖
性
を

ら
ず
、

恰
か
も
圧
縮
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
ふ
る
さ

と
の
人
々
の
精
神
構
造
を
想
起
す
る
と
き
、
国
際
的

転
換
点
に
あ

っ
て
、
日
本
人
に
要
請
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
ら
が
、
そ
の
ま
ま
富
山
県
人
に
も
あ
て
は
ま
る

B 

の
で
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

封
鎖
的
で
な
く
オ
ー
プ
ン
に
な
れ
。
狭
く
か
た
ま

る
こ
と
な
か
れ
。
生
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
の
ほ
か
に
、

わ
れ
わ
れ
に
は
学
生
時
代
に
過
ご
し
た
ふ
る
さ
と
、

中
年
時
代
を
過
ご
し
た

ふ
る
さ
と
、

外
国
で
過
ご
し

た
ふ
る
さ
と
等
々

、
国
際
時
代
の
な
か
で
ま
す
ま
す

ろ
、
っ
か
。

多
元
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か

入iY
し イ}~

2タ

事
故
に
遭
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
暑

斗ぷ
1
レょ
、っ
。

ゆ
ず
り
合
っ
て
交
通
安
全
に
つ
と
め

梅
雨
が
あ
け
る
と
あ
つ
い
あ
つ
い

夏
で
す
。
夏
は
と
か
く
疲
労
が
ち
と

な
り
巡
転
者
に
と

っ
て
は

非
常
に

危
険
な
季
節
と
い
え
ま
す
。

ま
た
夏

休
み

の
レ
ジ
ャ

ー
や
旧
盆
帰
省
の
車

が
全
国
の
道
路
に
溢
れ
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。

⑨
不
快
指
数
と

交
通
事
故

一去
と
い
え
ば
す
ぐ
。
#
い
H

と
い

う
言
葉
が
出
る
ほ
ど
に
不
快
指
数
が

高
ま
り
、
こ
れ
が
、
向
動
単
事
故
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
昨

年
の
夏
は
、
平
均

の
月
と
比
べ
約
二

五か
れ
増
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お

り
本
年
も
不
快
指
数
の
上
昇
と
と

も
に
交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

⑨
気
温
と
ね
む
け

気
温
が
二

4
度
以
上
に
な
り
ま
す

ほ、

そ
れ
に
つ
れ
て

と
疲
労
の
加
速
度
は
想
像
以
上
に
の

ね
む
け
も

加
速
的
に
高
ま
リ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
条
件
を
克

ま
し
ょ
う
。

服
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し

*
健
康
管
理

疲
労
は
運
転
に
と

っ
て
大
敵
で
す
。

こ
の
季
節
に
は
十
分
睡
眠
を
と
る
な

ど
健
康
管
理
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。

く
て
も
心
を
ク
ー

ル
に
、

お
互
い
に

*
安
全
な
歩
行

外
で
の
活
動
が
多
く
な
る
時
で
す
。

暑
さ
か
ら
の
イ
ラ
イ
ラ
で
思
わ
ぬ

歩
行
者
も
自
転
車
乗
り
も
正
し
い
通

*
ゆ
ず
り
合
い
精
神

行
を
し
ま
し
ょ
う

噌i

ご/、竹
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付
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断

歩
道
や
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
を

渡
り
ま
し
ょ
う
。

口
こ
ど
も
の
事
故
は
路
上
で
の
遊
び

や
飛
び
出
し
が
原
因
で
す
。
保
護

者
の
温
か
い
看
護
で
防
ぎ
ま
し
ょ

、司ノ
。
ω夜
間
、

外
出
す
る
と
き
は
、
運
転

者
が
よ
く
見
え
る
よ
う
な
明
る
い

色

の
服
装
に
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

*
計
画
的
な
運
転

業
務
運
転
は
も
と
よ
り
、
夏
休
み

の
レ
ジ
ャ

ー
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
遠
乗
り

す
る
と
き
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し

g 

安
全
運
転
に
つ
と
め
た
い
も
の
で
す
。

付

コ
ー

ス
、
走
行
距
離
を
十
分
調

べ
、

給
油
、
休
想
な
ど
を
考
慮
し
た
運

転
計
画
を
立
て
る
。

り
二

台
以
上
で
走
行
す
る
場
合
に
は

待
ち
合
せ
場
所
を
指
定
し
て
お
き

い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
走
ら
な
い
。

け
同
乗
者
は
な
る
べ
く
静
か
に
。

川
徹
夜
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

長
時
間
連
続
運
転
は
絶
対
に
し
な

し、
。

川
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

な
ど
で
す
。
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と
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図

風
土
記
の
丘

立
山
の
信
仰
用
具

立
山
は
、
昔
か
ら
富
士
山
や
白
山

と
と
も
に
わ
が
国
の
代
表
的
霊
山
と

い
わ
れ
て

い
る
。

山
麓
の
立
山
町
芦
峨
寺
や
岩
峨
寺

に
は
、
立
山
信
仰
に
関
す
る
文
化
財

が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く

に
芦
餅
寺
の
立
山
風
土
記
の
丘
資
料

館
に
は
、
立
山
信
仰
用
具
一

O
八
三

点
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

用
具
は
、
登
拝
、
法
会
祈
と
う
、
開

山
講
、
女
人
講
、
宿
坊
、
諸
国
配
札

等
の
諸
用
具
、
版
木
な
ど
か
ら
な
っ

て
い
る
。

写
真
の
版
木
は
、
衆
徒
た
ち
が
全

国
の
信
者
の
家
へ
立
山
信
仰
の
布
教

に
出
か
け
る
際
に
配
っ
た
立
山
の
守

市
た
び
ら

札
や
、
経
惟
子
を
作
る
と
き
に
用
い

た
も
の
で
、
立
山
大
権
現
札
、
血
脈

火
の
用
心
札
、
牛
馬
の
守
、
養
蚕
の

守
、
家
内
安
全
の
札
な
ど
が
あ
り
、

中
に
は
焚
字
を
摺
り
出
す
も
の
も
あ

ゑ
v

。資
料
館
に
は
、
こ
の
ほ
か
版
木
の

背
後
に
写
っ
て
い
る
神
秘
的
形
相
をまん

し
た
船
舶
思
坐
像
を
は
じ
め
、
立
山
妻

茶
羅
絵
図
、
不
動
明
王
頭
部
な
ど
の

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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富
山
県
で
は
、
身
体
障
害
者
の
悩

祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
幼
児
か
ら

成
人
に
至
る
ま
で
の

一
貫
し
た
各
種

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
体

系
的
、
総
合
的
に
整
備
す
る
た
め
杜

会
福
祉
総
合
施
設
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
基
本
構
想
で
は
、
約

一
六
万
耐
の
敷
地
を
大
き
く
三
つ
の

ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
子
供
の
治
療
と

教
育
を
主
体
に
し
た

H

児
々
の
ゾ
ー

ン
、
成
人
の
治
療
と
更
生
訓
練
を
主

体
に
し
た

H

者
H

の
ゾ
ー
ン
、
さ
ら

に
医
療
的
に
治
ゆ
し
た
人
た
ち
の
た

め
の

H

自
立
。
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
、

治
療
か
ら
後
療
法
、
更
正
訓
練
を
経

て
自
立
更
正
に
至
る
ま
で
の
各
種
の

施
設
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
敷
地
の
中
央
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
を
置
き

こ
れ
を
中
心
と
し
て
、
身
体
障
害
者

の
い
ろ
い
ろ
な
機
能
訓
練
、
職
業
訓

練
な
ど
の
部
門
が
有
機
的
に
連
繋
し
、

一
貫
し
た
治
療
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び

か
ね
て

H

児
u

の
ゾ

ト
ン
の
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
し
た

高
志
学
園

・
高
志
養
護
学
校
お
よ
び

早
期
治
療
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。建

物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

家

建

二

部

二

階

建
)
d

延
四

O
九

O

平
方
灯
で
工
事
費
は
五
億
四
千
五
百

万
円
、
ま
た
高
志
養
護
学
校
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
延
一
九
六

六
平
方
灯
で
工
事
費
は
二
億
七
千
五

百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
集
ま
る
子
供
達
が
治
療
し

な
が
ら
伸
び
伸
び
と
生
活
し
訓
練
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
三
地
設
が

完
成
し
、
九
月

一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
志
学
園
は
、
肢
体
不
自
由
児
施

設
で
す
が
、
ま
た
病
院
で
も
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
は
脳
性
マ
ヒ
、
脊
髄
性
小

児
マ
ヒ
な
ど
の
病
気
で
手
足
や
体
の

不
自
由
な
児
童
を
収
容
し
て
、
治
療

と
生
活
指
導
を
行
い
、
ま
た
隣
接
の

で
き
る
よ
う
に
、
建
物
全
体
が
親
し

み
の
も
て
る
家
庭
的
で
温
か
い
雰
囲

れ
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
県
の
身
体
障
害
者
は
、
県
人
口

の
二
切
れ
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
今
後

も
、
老
齢
人
口
の
増
加
に
伴
う
聴
覚

障
害
者
な
ど
の
増
加
、
交
通
事
故
、

労
働
災
害
な
ど
に
よ
る
障
害
の
発
生
、

難
病
患
者
の
増
加
な
ど
か
ら
、
身
体

障
害
者
の
増
加
、
老
齢
化
、
重
度
化

が
す
す
む
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
の
よ

う
な
人
達
の
残
さ
れ
た
能
力
を
最
大

高志養護学校の内部

12 

高
志
養
護
学
校
で
義
務
教
育
を
行
い
、

将
来
の
独
立
自
活
に
必
要
な
知
識
や

社
会
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。新

装
な

っ
た
高
志
学
園
は
、
定
員

一
六

O
名
で
新
た
に
重
度
棟

(三

O

名
)
と
通
園
部

(三

O
名
)
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

と
く
に
通
園
部
は
、
母
子
入
園
と

と
も
に
身
体
障
害
児
の
早
期
発
見
、

限
に
活
用
し
、
機
能
の
回
復
を
は
か

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
ゆ
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
今
後
、
引
き
続
き
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
病
院
の
建
設

調
査
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
逐
次
、
施
設
を
整

備
し
、
身
体
障
害
者
の
よ
り

一
層
の

福
祉
の
増
進
を
図

っ
て
ゆ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

高志学園の病棟内と病室
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か
ね
て
建
設
中
で
あ
っ
た
「
富
山

県
教
育
記
念
館
」
が
、
富
山
市
千
歳

町
一
丁
目
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
館
は
、
わ
が
国
の
近
代

2ヵ月繰り上げ・スライドは9.4%に

教
育
制
度
発
足
百
年
を
記
念
し
て

教
育
文
化

の
振
興
と
児
童
生
徒
の
健

全
な
育
成
を
図
る
目
的
で
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

こ
ん
ど
の
法
改
正
で
、
厚
生
年
金

や
国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
前
年
度

の
消
費
者
物
価
指
数
が
九

・
凹
計
上

が
っ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
受
け
て

い
る
福
祉
年
金
の
額
も
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
正
さ
れ

た
主
な
点
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

-
厚
生
年
金
の
改
正

物
価
ス
ラ
イ
ド
分
の
九

・
四
軒
が

上
積
み
に
な
り
ま
す
。
引
き
上
げ
の

時
期
は
、
当
初
は
八
月
と
い
う
こ
と

で
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

一
兆
円
減
税
と
の
関
連
で
、
二
カ
月

繰
り
上
げ
て
、
六
月
分
の
年
金
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

表
(注)この金額は、昨年 12月現在の既裁定年金の平均 1 
であり 、加給金を含めて計算 してい ます。'-'

表 1

年金種別
スライド前の スライド後の

年金額(平均) 年金額(平均)

老齢年金 806，610円 882，431円

障害年金 607，099円 664，166円

遺族年金 426，146円 466，203円

施
設
は

そ
の
建
物
の
性
格
か
ら

く
る
記
念
性
の
表
現
と

ビ
ル
に
囲

ま
れ
た
中
で
の
緑
の
広
場
の
創
出
が

設
計
に
配
慮
さ
れ

一
三
五
一
平
方

従

っ
て
、
八
月
期
に
支
払
い
さ
れ

る
五

1
七
月
の
三
カ
月
分
の
年
金
は

4
月

分

は

川

の

年

金

額

で

六

、

七

月
分
は
、
改
正
さ
れ
た
年
金
額
で
計

算
さ
れ
る
こ
と
に
な
な
ま
す
。

-・
・
最
低
保
障
額
も
引
き
上
げ
・
•• 

現
在
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
に

は
、
最
低
保
障
の
年
金
額
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
額
も
、
今
年

の
六
月
か
ら
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
り
ま

す
。

四三
三九
万 ←一 万
ニエ .守 ノ、
千 円 千
ー 額 円。-ァ
。一円 一
千
円

月
額
三
万
六
千

一
O
O
円

-
国
民
年
金
の
改
正

①
拠
出
年
金

厚
生
年
金
と
同
じ
よ
う
に
、
年
金

額
は
九

・
四
軒
が
上
積
み
に
な
り
ま

す
。

た
だ
し
、
引
き
上
げ
の
時
期
は

厚
生
年
金
よ
り
一
カ
月
遅
れ
の
七
月

か
ら
と
な
り
ま
す
。

(
表

2
)

従

っ
て
、
九
月
期
に
支
払
い
さ
れ

る
六

1
八
月
の
三
カ
月
分
の
年
金
は

六
月
分
は
旧
の
年
金
額
で
、
七
、
八

月
分
は
改
正
さ
れ
た
年
金
額
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

②
福
祉
年
金

て
延
べ
面
積
三
二

九
四
平
方
れ
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
階
は
駐
車
場
と
機
械
室
、

は
管
理
事
務
室
、
展
示
室
、

ロ
ビ

二
階
は
教
育
記
念
室
、
健
康
洲
定
宅
、

会
議
室
、

三

・
四
階
は
郷
土
先
賢
室

と
教
育
団
体
事
務
室
、

五
階
は
会
議

「
教
育
記
念
室
」
は
教
育
百
年
の

歩
み
を
ポ
す
文
献
、

資
料
な
ど
を
展

ポ
し

「
郷
土
先
賢
室
」
は
産
業
、

拠出年金額の引き上げ

年金粍別 スライド前の年金額 スライド後の年金額

~ 5年年金 180.000円(月15.000円)196.900円0116，408円)

齢 10年年 金 246，000円(月20，500PJ) 269，100円(月22，425同)

年 25年年金 390，000円(月32，500円)426，700円(月35.558円)

金 40年年金 624，000円(月52.000同)682，700円(月56，891円)

495，000円(月41，250円)541，500円(灯45.125円)
障害年金

433，200円(月36，100円)2級 396，000円(月33，000円)

母←f(準母(-)年金 396，000円(月33，000円)433，200円(月36.100円)

i!場i司」 児 年金 396，000円(月33，000円)433，200円(月36，100円)

2
 
表福
祉
年
金
は
、
八
月
か
ら
つ
ぎ
の

よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
す
。
(
表

3
)

:
支
払
い
は

盆
暮
れ
払
い
に

福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
拠
出
年

金
と
異
っ
て
、
四
カ
月
ご
と
に
ま
と

め
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
支
払
時
期
が
変

わ
り
ま
す
。

一
月
、
五
月
、
九
月
支
払
い

↓
四
月
、
八
月
、
十
二
月
支
払
い

な
お
、
今
年
は
九
月
払
い
は
そ
の

ま
ま
で
、
十
二
月
払
い
か
ら
実
施
に

な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
十
二
月
に

は
、
九

j
十
一
月
の
三
カ
月
分
が
支

ん
だ
著
名
人
の
遺
品

資
料
な
ど
を

階

14 

---
-車、』

展
不
し
、

「
健
康
州
定
室
」
は
体
力

測
定
機
器
に
よ
り
健
康
増
進
に
役
立

つ
ス
ポ
ー
ツ
の
選
択

実
施
方
法
に

つ
い
て
の
助
言
指
導
を
行
い

展

示
室
」
は
県
内
の
児
童
生
徒
や
社
会

人
の
す
ぐ
れ
た
作
品
を
展
示
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
-
記
念
館
は

教
育
博
物
館
と

し
て

教
育
関
係
者
の
み
な
ら
ず
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

福祉年金額の引き上げ

年金純別 スライド前の年金額 スライドf去の年金額

老齢悩祉年金 162，000円(月13，500円)180，000円(月15.000円)

障 官~:
I級 243，600円(月20，300円)270，000円(月22，500同)

福祉年金
162，000円(月13，500円)180，000円(月15.000円)2級

母子 (話J;母子)
211，200円(月17，600円)234，000円(月19，500円)

福祉年金
」ー，・ーー

去表3
れ
る

と

な

ま
す

15 

(た
だ
し
、
十
二
月
支
払
い
は
希
望

に
よ
り
十
一
月
の
十
一
日
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。)

-・
支
給
制
限
の
緩
和

O
本
人
所
得
制
限

(
老
齢

・
障
害
)

年
収
一
五
三
万
円
↓
一
六
四
万
円

(
夫
婦
二
人
の
場
合
)

(母
子

・
準
母
子
)

年
収
二
九
六
万
円
↓
三
二

O
万
円

O
扶
養
義
務
者
所
得
制
限

年
収
入
七
六
万
円
↓
据
え
置
き

0
思
給
等
と
の
併
給
制
限

二
八
万
円
↓
三
三
万
円



まb話に
ご用心

ぎネズミ識の正体と落とし穴

お
金
を

帰
ら
ぬ
旅
に

出
す
前
に

ネ
ズ
ミ
講

っ
て
ご
存
知
で
す
か

?

甘
い

さ
さ
や
き
で
ま
た
た
く
聞
に
全

国
に
蔓
延
す
る

一
方
、
今
日
も
悲
し

い
知
ら
せ
が
と
ど
い
て
い
ま
す
。

ひ
と

口
に
ネ
ズ
ミ
講
と
い

っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り

手
口
は

巧
妙
を
極
め
ま
す
。
し
か
も
自
分
か

ら
は

「ネ
ズ
ミ
講
で
す
」
と
は
決
し

て
い
わ
な
い
の
で

つ
い
話
回
に

の
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

痛
い
目
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

ネ
ズ
ミ
講
の
し
く
み
を
知
っ
て
お
く

の
が

一
番
。
勧
誘
さ
れ
た
な
ら
‘
そ

れ
が
ネ
ズ
ミ
講
で
あ
る
か
ど
う
か
を

見
極
め
ま
し
ょ
う
。

い
っ
た
い
ネ
ズ
ミ
講
と
は
ど
う
い
う

も
の
か

特
徴
を
あ
げ
て
み
ま
す
と

-
講

(
コ
l
ス
な
ど
と
呼
ぶ
場
合
が

多
い

」
に
加
入
す
る
と

一
定
金

額
を
講
の
本
部
や
先
輩
会
員
に
送

金
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

-
講

に

加

入

す

る

と

最

低

2
名
の

新
規
会
員
の
勧
誘

・
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

-
勧
誘

・
加
入
さ
せ
た
自
分
の
子
会

口貝
い
か

さ
ら
に
孫
会
員
を
勧
誘

加
入
さ
せ

こ
れ
が
あ
る
段
階
ま

で
進
み

自
分
の
子
孫
会
員
が

定
に
達
す
る
と

講
の
本
部
も
し

く
は
子
孫
会
員
か
ら

自
分
の
と

こ
ろ
に
送
金
さ
れ
て
き
ま
す
。

こ
の

よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
算
的
に
会

員
が
殖
え
る
わ
け
で
す
か
ら
、

上
、
ま
た
た
く
聞
に
日
本
全
国
、
世

界
全
体

の
人
口
よ
り
も
会
員
が
多
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

講
が
必
然
的
に
破
た
ん
し
て
し
ま

酸

52 
す五
'性
食

食
品
の
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
は
、

そ
の
食
品
の
も
っ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル

の
種
類
と
量
に
よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
無
機
質
の
う
ち
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど

は
体
液
に
ア
ル
カ
リ
性
を
与
え
ま
す
。

こ
れ
ら
を
多
く
含
む
食
品
が
ア
ル
カ

リ
性
食
品
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、

塩
素
、
い
お
う
、
リ

ン
な
ど
体
内
で

般
を
つ
く
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
い

食品名 酸性度 食品名 酸性度

鶏 肉 10.4 煮干し 24.0 I 
豚 肉 6.2 白 米 4.3 
牛 肉 5.0 小 麦 粉 3.5 
費用 8.6 ノf ン 0.1 
まぐろ 15.3 落花生 5.4 
黒星 8.8 え ん ど う 2.5 
するめ 29.6 < iっ し、 l.7 
た

、，

12.8 みそ・しょう油 。」

え び 3.2 洞かす 12.1 
はま ぐ り 7.5 ビ ール 1.1 
~31J 貫 19.2 清 r凶 0.5 
チーズ 4.3 そは‘粉 7.7 
かつおぶし 37.1 乾海 苔 5.3 

酸
性
食
品

る
食
品
を
酸
性
食
品
と
い
い
ま
す
。

健
康
体
は
弱
ア
ル
カ
リ
性

健
康
体
の
体
液
は
弱
ア
ル
カ
リ
性

に
保
た
れ
て
お
り
、
体
液
が
酸
性
に

傾
く
と
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
肉
料
理
に
野
菜
サ
ラ
ダ
と

い
う
よ
う
に
、
血
液
を
ア
ル
カ
リ
性

に
保
つ
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

食品名 アルカリ性度 食品名 ア/レカリ性皮

人 手し 0.5 大 根 4.6 
牛 手L 0.2 人 来~ 6.4 。IJ 白 3.2 しいたけ 17.5 

大 豆 10.2 わかめ 260.8 
あずき 7.3 } ー， A、 40.0 
豆 腐 0.1 いちご 5.6 
ほうれん草 15.6 みか ん 3.6 
こまつ莱 6.4 力、 き 2.7 
さといも 7.7 な し 2.6 

じゃがいも 5.4 すいか 2.1 

きゃべっ 4.9 ぶどう洞 2.4 
きゅうり 2.2 コーヒー 1.9 

な す l.9 パナナ 8.8 

ア
ル
カ
リ
性
食
品

ネズミ講は無効!?
長野地方裁判所は、 昭和52年 3月30日に、

「ネズミ講の入会契約は、公序良俗に反す る

ので、民法90条により無効であるり として、

入会金の返還をネズミ講の主宰者 に命ずる判

決をいい渡しました。

公序良俗(社会秩序や良き社会風俗)に違反

する王室由としては、

う
の
は
明
ら
か
で
す
。

つ
ま
り
ネ
ズ

、
講
は

早
く
講
に
入

っ
た
人
だ
け

が
得
を
し
て

大
多
数
の
人
々
は
必

ず
慣
を
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
る

の
で
す
。

閉
+ム
ム
間

I
J
J〕コ
ロ

被
害
者
は

同
時
に

加
害
者
で
す
ノ

主
婦
の

A
さ
ん
は

「
こ
れ
は
助

し
か
し

い
つ
ま
で
た

っ
て
も
お

金
は
送
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
。
日
比
百
只

、A

，罪
事
実
カ

ら
は
お
金
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
と
い

う
苦
情
が
出
は
じ
め

い
ろ
い
ろ
調

べ
て
み
る
と
、
す

τに
町
中
の
人
は

ほ
と
ん
ど
加
入
し
て
い
て

じ
川
日
比
川
川

立
本

4
?
l
l
l

入
の
余
地
が
な
く

も
う
行
き
詰
り

の
状
態
だ

っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て

A
さ
ん
は
被
害
者
で
あ

る
と
同
時
に
、
親
類
の
人
に
対
し
て

は
加
害
者
に
な

っ
て
い
た
の
で
し
た
。

う
ま
い
話
に

ご
用
心

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖

こ
の
世
の
中
に
、

う
ま
い
話
は
そ

う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

二
人
を
勧
誘

・
加
入
さ

せ
る
だ
け
で
出
し
た
金
額
の
叩
倍
以

送
金
し
て
、

上

(A
さ
ん
の
場
合
な
ら

3
千
万
円
)

も
の
お
金
が
送
金
さ
れ
て
く
る
な
ん

て
、
あ
ま
り
に
も
う
ま
い
話
だ
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

う
ま
い
話
に
は
必
ず
落
と
し
穴
が

あ
り
ま
す
。

.必ず限界がきて破たんする。

.非生産的であり、賭け的な要素がある 。

.勧誘にあたり、詐欺的な誇大宣伝を して い

る 0

.隣人や親類との信頼関係を破壊したり、マ

ルチ商法の背景となるなど、社会的 に悪影

響がある 。

.入会金が不当に高額である。

などがあげられています。

本件は、現在、東京高等裁判所で係争中で

す。
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け
合
い
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
よ
/
」

心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
ノ
」

と
言
葉
た
く
み
に
近
所
の

B
さ
ん
か

A
さ
ん
は
す

っ
か
り

B
さ
ん
を
信

ら
ネ
ズ
ミ
講
へ
の
加
入
を
誘
わ
れ
ま

し
た
。

「あ
な
た
が
加
入
し
て
お
金
を
出
し

さ
ら
に

2
人
加
入
さ
せ
る
と

助

け

合
い
で
印
倍
以
上
の
お
金
が
送
ら
れ

て
く
る
ん
で
す
よ
/
」

「
よ
く
人
口
は
有
限
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
が
次
々
生
ま
れ
て
く

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
同

じ
人
が
何
度
加
入
し
て
も
よ
い

の
で
、

実
は
、
人
口

は
無
限
な
ん
で
す
よ
。

d 

用

し

グ

夫
に
内
緒
で

ω万
円
も
の
お

金
を
出
し

そ
の
上
親
類
の
人
を

2

人
勧
誘
し
加
入
さ
せ
た
の
で
す
。

ネ
ズ
ミ
講
は
必
ず
破
た
ん
し
ま
す

し
、
非
生
産
的
で
賭
け
的
で
、
社
会

に
何
の
古
田
も
も
た
ら
し
ま
せ
ん
。

ま
し
ょ
う
。

泣
く
前
に
良
く
考
え
る

「
こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」
が
大
切
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
友
人
関
係
や
、
親
類
と
の
信
頼

な
お
、
ネ
ズ
ミ
講
に
つ
い
て
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
時
、
問
題
が
起

き
た
時
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

関
係
な
ど
を
破
壊
し
、
悲
劇
を
生
む

も
と
に
な
り
ま
す
。

ネ
ズ
ミ
講
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

ま
た
は
県
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ

う
、
ネ
ズ
ミ
講
の
し
く
み
を
良
く
理

解
し
、
う
ま
い
話
の
正
体
を
見
破
リ

…ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の

開
催
あ
ん
な
い

年
令

・
性
別
・

学
歴
を
問
わ
ず
誰

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

主
催

期
日
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内
，チ百

合

講
義
お
よ
び
実
習

申
し
込
み
方
法

富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

電
話
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
よ
り

八
月
二
十
日

ωま
で
に
魚
津

市
社
会
福
祉
協
議
会

(〒
仰

魚
津
市
上
村
木
町
六

一
五

百
楽
荘
内

8
0
七
六
五
l
二

タ八
月
二
十
七
日

・
三
十
日

・

九
月

一
日

・
三
日

・
六
日

八
日

・
十
日
の
七
日
間

(火

・
木
曜
日
は
夜
の
部
と
畳
の

部
を
設
け
ま
す
。
都
合
の
よ
い
方

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。)

四
ー一一一一一
四

一
)

へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
富
山
県

場
所

魚
津
市
民
会
館
並
び
に
新
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(
宮
O
七

ウ
ィ

l
ラ

六
回
l
一一一
一一
ー
二
九
五
八

(県
社
会

受
講
料

福
祉
協
議
会
)内
)へ
。

無
料



-県政のうごき

長吾l拍軍 A 干

6月17日寝室量山地方一一候補
参議院議員通常選挙の公示があり、予想された立候

補者が届け出を済ませて、 23日聞の舌戦に入りました。

立候補者(届出順)は、杉原一雄(日本社会党)、森沢

恵美子(日本共産党)、高平公友(自由民主党)の 3氏で

した。

6月18日寝室第32回県展開幕

18 Bから24日まで県民会館で聞かれた第32回県展

(日本画 ・洋画 ・彫刻・工芸 ・書 ・写真)には、 1，266点

の応募があ りました。各部門とも常連にまじって者年

の台頭が著しく、また 、高齢者も多くなりそのl隔の広

が りが目立ちました。各部門の大賞は次のとおりていし

Tこ。

日本画(樹苑)

洋 画(ブルースペース)

彫刻 (Missing Head) 

工芸(文明の華)

書(電)

写真(地曳網)

石田俊良(富山)

谷田和之(入善)

谷口義人(富山)

中村喜久雄(高岡)

石井克代(福光)

能島誠一(黒部)

6月22日同選費拡大推進協議会

県、県教委、農協、食事量販売、消費者関係など、行

政、 生産者、流通業界、消費者の26団体と学識経験者

19 

瞳蝿輯蝿臨闇瞳輯醐臨コ題

6月16日~ア月15日

2名で構成する県米消費拡大推進協議会が設立されま

した。主食の中心である米について広い視野からその

地位を見直し、消費の拡大を積極的に推進しようと 、

米を考える会や、富山県米祭りを開催することになり

ました。

6月23日裏返クルマエビの種苗生産開始
一県営耕音漁業センタ一部鮒に一

氷見市姿の県営栽培漁業センターでは、沿岸漁業の

振興をめざし、四方漁協の刺し綱にかかったクルマエ

ビの親26匹を、魚類棟内の飼育水そうに放しました。

産卵寸前であるこの親エビ 1匹から約30万個 ぐらいの

卵がとれ、 7月中旬頃までに 400匹くらいの親エビを

飼い、 800万匹の稚エビを育てて富山湾に放流したい

と意気ごんでいます。

6月28日寝室笠ま2f調査
海水浴シーズンを前に 、品尾、雨晴、八重津浜、岩

瀬浜、石田浜の水質を調査したところ、いずれも環境

庁の判定基準に適合していたことが発表されました。

6月28日麗2J虫防除にへ山ター

7月23日から 山林に大被害を与えている「松くい虫」

をヘ リコプターで薬剤を撒布して防除する計画は 、へ

リの都合で28日から小杉町を皮切りに始ま りました。

さと歩道で

豊かな自然にふれさせよう
神通峡・医王山・朝日のふるさと歩道ヘサァl/出発

ア月5日圏雲葉いもち病が広範囲に |ア月刊日裏返さ;zzttT凶器=

県農産普及課がまとめた調査結果では、県内稲作の

葉いもち病が広範囲に発生して、特に県西部では激発

していることがわかり全稲作農家に対して、田ー「しを

徹底し、椋肥前に防除するよう H乎びかけました。

ア月10日開賠諜立

第 11 回参議院議員選挙は、県内の投票率 76.40~* と

過去参議院選平均投票率 72.32~'* を上回り、史上第 4

位とまずまずの数字となり、 3人の立候補者のうち、

新人の高平公友氏(自由民主党)が当選しました。

オ巴

食中毒のシーズンを迎えて、県厚生部と各保健所は

いっせいに取り締りに乗り出しました。

この日は富山、高岡山を中心に 624の施設を民視、

厳しくチェ ックしました。 8月10日まで監視指導しま

す。

ア月12日麗L3522議会開催
参議院議員選挙で遅れていた 7月定例県議会が開催

され、会期 9日間とし、条例改正 7件、報告32件、認

定 5件、その他 6件など50案件を上位し、中田知事が

提案理由を説明しました。

ア月刊日嵐山村特産品まつり盛況

県民会館A展示場に県内山村の特産品が所せましと

展示され、市価よりも 3- 4割も安く即売されるとあ

って、県民がどっと押しかけ、初めてみる 山村特産品

に目を見振らせていました。
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1114舎 のお知らせ
田・園田 '‘ ーー-竺~..____ r-
11-・ノ'マ切-"，，-.-・F・槍

県有美術品(彫刻・工芸)紹介固

投 第1期の納期限は8月31日
関側州側側関、-関闘関欄

全 -確実です。

(3) お中し込みは簡単です。

最寄りの金融機関へおたずね

くだ‘さし、。

*減免制度があります

事業者の方が身体障害者の

場合や扶養親族中に特別障害

者がある場合には、所得の内

ります。 このようにお忙しい

人や金融機関が近くにない方

などには、特に口座振替を利

用して納税されることをおす

すめします。

(2) 口座振替を利用すれば・・・…

納税する金額は、あらかじめ

納税通知書でお知らせし、納

*納める方法

納税通知書によって 1期と

2期にわけで納めます。

第 1期分は8月31日1
}までに

第 2期分は11月30日 j

お近くの銀行、 相互銀行、農

協、信用金庫、信託銀行、信

用組合等の本店、支庖等で納

容に応じた減免措置がありま

す。詳しいことは最寄りの県

税事務所または県の税務課へ

期限がくれば銀行等であなた

の預金口座から自動的に振替

えて納税され、領収証書が直

ちに送られてきますから、安

めてくださ い

*納税には便利な口座振替を

(1) 忙 しさにまぎれて、つい納

期限を忘れて しまう こと があ

「
投
槍
は
昭
和
十
年
十
月
、
第
三
部
彫
塑
展

彫
刻
{丞ロ
同
桑
文
雄
は
富
山
市
東
岩
瀬
町
出
身

・
小

た
も
の
で
あ
る
。

す
る
。

おたずねください。

• 

| 

Eヨ|
| 

倉
右

一
郎
に
師
事
し
、
こ
の
作
品
は
、
昭
和
十
年
第

青
年
「
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三
部
彫
刻
展
に
お
い
て
特
選
第

一
席
「
激
賞
」
を
得

豊
か
で
安
全
な
住
み
よ
い
郷
土
と

し
て
、
た
ゆ
ま
ぬ
発
展
を
続
け
て
い

る
富
山
県
を
、
陰
で
さ
さ
え
て
い
る

し
か
し
、
新
し
い
時
代
に
は
、
あ

な
た
の
若

い
力
が
必
要
で
す
。

男
子
は
、
十
八
オ
以
上
、
二
八
才

未
満
で
、
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
。(
大

卒
ま
た
は
大
卒
見
込
み
の
も
の
の
採

惜
し
む
べ
し

l
こ
の
作
を
最
後
に
翌
十

一
年

こ
の
管
察
の
次
代
を
担
う

「
理
想

月

齢
二
十
八
歳
で
天
折
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
。

の
が
「
富
山
県
警
察
」
で
す
。

し
か
し
、
都
市
化
の
進
展
と
と
も

と
情
熱
」
に
燃
え
る
青
年
警
察
官
と

用
試
験
は
終

っ
て
お
り
ま
す
の
で
今

当
時
こ
の
寸
投
槍
」
は
岡
本
謙
三
氏
に
よ

っ
て
鋳

造
さ
れ
、
東
京
国
立
帝
国
図
書
館
前
庭
に
飾
ら
れ
た
。

し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

富
山
県
警
察
は
、
管
察
本
部
と
一

七
の
警
察
署
が
あ
り
、

回
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。)

女
子
は
、
十
八
オ
以
上
二
瓦
オ
未

満
で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

県
有
作
品
は
そ
の
原
型
で
あ
る
)
そ
の
碑
文
を
紹
介

に
市
民
生
活
を
お
び
や
か
す
犯
罪
や

交
通
事
故
は
、
依
然
と
し
て
衰
え
を

一
六

O
O余

み
せ
て
い
ま
せ
ん
。

人
の
警
察
官
と
三
七
O
余
人
の
一

般

職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
働
き

が
い
あ
る
よ
う
に
、
日
升
進
、
給
与
、

(第
一
次
試
験

受
験
申
込
期
間

一O
万
県
民

の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
時A

察
は
犯
罪
や
事
故
と
対
決
し
、
県
民

こ
れ
を
防
止
し
、

八
月

一
日
1
九
月
三
十
日

十
月
三
十
日

)

*
詳
し
い
-
}
と
は
、
県
人
事
委
員
会
、

厚
生
等
に
つ
い
て
、
い

っ
そ
う
の
改

善
に
配
立
思
し
て
い
ま
す
。

警
察
本
部
警
務
課
ま
た
は
近
く
の
警

察
署
、
派
出
所
へ
お
問
合
せ
下
さ

い
。

と
と
も
に
あ
る
警
察
へ
の
努
力
を
続

け
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

高桑文雄作
在・県森林水産会館ロビー

に
特
選
さ
れ
た
る
高
桑
文
雄
の
傑
作
な
り
。
君
は

こ
の
作
品
は
等
身
倍
大
の
巨
像
で
男
性
美
を
素
材

明
治
四
十
二
年
富
山
県
東
岩
瀬
町
に
生
る
。
幼
に

と
し
、
筋
骨
た
く
ま
し
い
青
年
が
シ
ャ
ペ
リ
ン
を
握

し
て
父
母
を
喪

い
祖
母
八
重
子
万
自
の
子
に
育
て

っ
て
起
立
す
る
静
中
動
を
表
現

・
行
動
に
移
る
寸
前

ら
る
。
十
八
歳
、
東
京
に
出
て
小
倉
右

一
郎
先
生

の
静
止
し
た
ポ

l
ズ

・
モ
デ
ル
は
明
大
の
ボ
ク
サ
ー

の
門
下
に
入
り
、
精
励
刻
苦
、
技
大
い
に
進
む
。

倉
本
君
の
協
力
を
得
た
、
』
と
も
記
録
に
の
、
』
さ
れ
て

昨
春
二
月
急
性
中
耳
炎
に
躍
り
、
忽
と
し
て
十

い
eh
v

。

日
を
以
て
没
す
。
享
年
二
十
八
歳
な
り
。
憶
・

往

彼
の
数
少
な
い
遺
作
品
の
な
か
で
母
校
の
岩
瀬
小

者
は
返
る
期
な
き
も
、

幸
に
遺
作
の
あ
る
あ
り
。

学
校
に
は
帝
展
初
入
選
作

「樵
夫
」
が
あ
り
、
昭
和

以
て
世
に
伝
ふ
べ
き
哉
。

九
年
帝
展
出
品
作
「
円
盤
」
は
文
部
省
買
上
で
京
都

昭
和
十
二
年
七
月
」

大
学
に
所
在
し
、
代
表
作
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
良
正



夏の訪れとともに、水による犠牲者ガ増加

しております。

ことしも6月21日現在で22人の犠牲者がで

ております。うち12人ガ6歳未満の未就学鈎

児によって占められております。水死事故を

なくすために、みんなでつぎのことを守りま

しよう0

0自宅付近を点検して危険か所ガないように

O小さな子供に目をはなさない

。水辺で遊13¥子供lこ温か怠注意を

O魚とりや水遊びは保護者同伴で

みなさんの広報課です
みなさんと県のパイプ役 〈広報課〉 は、みなさんの

意見、希望、相談を受けて県政に反映、まだ県の施策

を 巴も阜くお知らせしています。主な仕事は次のと

おりです。どうぞご利用下さい。

テレビ rみん怠の県政J 虫送

*北日本般送一白週日曜日、午前9時から30分間、県

の政策を対談 ・座談会 ・フィルムでわかりやすく解説

(第3日曜日は知事と語る)(第4日曜日は人物往来〉し

*富山テレビ=白週月曜日一土曜日まで自己服送

月曜日一金曜日までは午後5時45分ガら5分間でお

知らせ(水曜日は奥さんこんにちは〉を、土曜日は午後

5時30分から15分間、県政〈第4週は知事と語る〉を対

*NHKでは次の時間lこ股送ご協力を得ています。

テレビ午前11時55分-12時 ・午後6時40分-7時

ラジオ午前11時55分一12時 ・午後6時50分-7時

月刊蹟「みんなの県政起用5日頃発行

県政施策の解説、生活の知識などを載せ、みなさん

のだくさん集ぎるところに配付しています。

.新聞「みん怠の県政f 自月第2土曜日と最終土曜

日に、北日本 ・富山・読売 ・北陸中日の各新聞に県政

の最近の動きや身近なお知らせを載せています。

県民相桜塞=次の県内4力所にあります。生活上のー

相談、県政への意見、希望なと・気控にどうぞ。

*県民相談室は広報課内にあります。

*高岡・魚津 ・砺波の各地方県民相談室は、高岡 ・魚

-みんなの県政 昭和52年 8月号).6.103 .企画発行富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪 lの7ft31-3131 (直通)干930 印刷暢チューエツ


